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パリの西五九○キロの所にブレスト（因『の淫）という軍港都市がある。
ま
ち
正確にいえば、この市はフランス北西部、フィニステール県西部に位置している。ブルターニュ半島の突端近くの
狭臘な水道（船路）によって、外海の大西洋から守られたブレスト湾の北に面している。今日、ブレスト市の人口は
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約一六万である。ブレストはローマ時代からの港であり、一四世紀には一時イギリスによって占領されたこともあっ
たが、一六世紀にフランス王領となった。軍港として重きをなしたのは一七世紀になってからであり、ジャン・バプ
ティスト・コルベール（一六一九～八三、フランス絶対王政期の政治家）によって、港はいっそう整備され、さらに
アルマン・ジャン・デュ・プレシス・リシュリュ（一五八五’’六四二、フランスの政治家）によって海軍基地とな
り、セバスティァン・ル・プレストル・ド・ヴォーバン（一六三三～一七○七、軍事技術者・築城家）が要塞化した。
かくしてブレストにパンフェルト三角江の特徴を生かして、海軍基地・工廠・兵学校などが置かれた。南東は商港と
して枢要であり、イギリスとの貿易も盛んなようだ。今日のブレストは、電気機械（主に通信機類）・造船・化学工
業・既製服製造の市として知られている。
ブレスト市街は、パンフェルト河岸の岩石の多い丘陵の上に在る。かっては、城壁が市をすっぽりと取り囲んでい
たが、今はそれは無い。一七世紀の末、市のほぼ中心にサン・ルイ教会が建てられ、さらに市役所・リセ・劇場・図
書館・裁判所・病院・証券取引所・寺院・銀行・郵便局・警察署・駅舎・海軍病院・鎮守府・兵舎・植物園などが逐
ガール・ルウエスト
次建設された。ブレスト駅（旧称「西の駅」）の外に出、〃クール・ダジョ〃（Ｃ・ロ『い□四）。（）と呼ばれる散歩道か
シ
ヤ
↑
ら港湾地区を見下ろすと、倉庫群と商船と港が見られる。さらに西の端まで行くと、城（フランス海軍の施設、兵
び
ょ
う
ら
学校の所在地）がみ、える。ブレストの錨地はじつに広大であり、紺青色を帯びている。投錨地の視界は広く、対岸
の陸地石クミクリック）が小さく見える。晴れた日であれば、その眺望はとてもすばらしい。ナントからロリアン
に向かう車中で会った女子大生たちは、「ブレストはつまらぬ所、何も見るべきものは無竺といったが、筆者のよ
うにある目的をもった者には、訪問地がたとえ風景美に富んでいなくても、特別の感興をもよおすのである。
今日、ブレストには古き軍港都市の面影はなく、まったく新しい市の様相を呈している。なぜならこの地は、第二
２
敵中突破五万四○○○キロ
次世界大戦中、連合国側のたび重なる空襲により大きな受難を受けたからである。
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ま
で
の
約
四
年
数
ヵ
月
、
ブ
レ
ス
ト
は
ド
イツ軍によって占領され、ドイツ海軍の潜水艦（Ｕポート）の基地となった。そのため市街と港湾施設は、連合軍の
たび重なる猛爆鍵によって、壊滅的打撃をうけた。戦中、戦後のブレストを撮った写真を見ると、市街とその周辺は
がれきの山であったことが分かる。空襲がいかにすざましいものであったかを如実に物語っている。
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速列車（Ｔ・Ｇ．Ｖ）を利用すれば約五時間で行けるのだが。
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る
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早朝、この港は薄いもやがかかったようになる。港口の右岸はクロゾン半島、左岸にはブレストの丘陵が広がって
いる。両岸とも薄い霧がかかっており、青灰色にみえる。暴風雨でもないかぎり、港内の海はいつもおだやかである。
平時であれば、鍾畔かなフランスの絵になるような風景が展開しているはずだが、今は何とも異様な、戦時色の濃
い光景が眼に入る。空には防塞気球がいくつもあがり、岬には擬色されたトーチカ・高射砲・機関砲などがみられ、
（１）
木
や
岩
の
間
か
ら
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二
を
に
ら
ん
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る
。
ベ
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ら
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日
本
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軍
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伊
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第
八
潜
（
以
下
伊
８
（２）
と略す、二五○○トン、艦長内野信二中佐、時に四一一一歳）は、ひたすらブレストを目ざして航進を続けた。すでに六
五日間、海上走行と潜水をくり返し、最大の危険海域であるオルテガ岬沖、ビスケー湾を無事通過した。イギリスの
哨戒域を突破できた、と確信した内野艦長は、二日前の八月二九日午後一○時、ついに暗夜の海上に浮上を命じた。
潜航以来約一八時間半ぶりの浮上であった。艦内の士官や水兵の間から大きな歓声があがった。
伊
８
は
、
八
月
三
一
日
の
早
朝
、
ブ
レ
ス
ト
港
口
に
達
し
た
こ
ろ
、
多
数
の
水
雷
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、
哨
海
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、
機
雷
原
突
破
船
に
前
後
を
護
ら
れ
て
３
いた。やがて次第に空が明るくなるにつれて、いつの間にかその数はふえ、数十隻を数えるまでになった。どの艇も
赤地に丸く卍を浮かせたドイツ海軍の軍艦旗を翻している。ブレストはプルター一三半島の尖端にあり、ドーバー海
峡をへだててイギリスと対時していたから、港ロには絶えずイギリス空軍の飛行機がやって来て機雷を投下してゆく。
だから細心の注意を払って進まねばならぬ。うっかり艦がそれに触れようものなら一大事、軽くて大きな穴を開ける
か、般悪の場合は、破砕ざれ海底に沈む運命にある。幸い伊８は、ドイツ海軍の計らいで、前方に三隻の突破船によ
（３）
って誘導され、ざらに後方にも一二隻付き添われて、無事湾内（錨地）に入った。
艦は、錨地の中をつき進んでゆくと、後背地に小高い丘をもつ陸地（ルクーヴランス地区）が、はっきり見えるよ
うになった。そのうち一隻の水雷艇が近づいて来、本艦の左舷に横付けきれた。それには大勢のドイツ将校や水兵が
乗っている。皆、鼻は高く、青い眼をしており、髪は赤くちぢれている。これらのドイツ人は、当時の日本人にとっ
てとても興味を惹くものであった。将校はメガホンで何やら叫んでいる。カメラを手にし、さかんに写真を撮ってい
る下士官の姿もある。日本の海軍士官の顔も二人ほどみえる。一人は潜水艦戦の研究のために渡独した江見哲四郎海
軍中佐、もう一人は駐独日本大使館付武官藤村義朗海軍少佐（のちにスイスで終戦工作に従事）である。それから水
先案内役のドイツ潜水艦長の姿もあって、程なく日独の士官らは本艦に移乗してきた。
え
ん
ぺ
い
伊８は、湾奥に位置し、ルクーヴランス地区に在る独軍のブンヵー国自【の【（掩蔽壕。潜水艦繋留場所・修理施設
・魚雷調整場などを設備している）に向かった。このブンカーは、いわば潜水艦の格納庫といったもので、船渠工場
をもつ、正方形または長方形のコンクリートの建物である。その屋根の厚さは、何んと六、七メートルもある。ロリ
アンのブンカーもそうだが、ドイツ軍が数年をかけて堅牢に造ったものである。当時、一トン爆弾にも堪えうる強度
を
も
っ
て
い
た
。
４
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艦は曳船によってプンカーに近づくにつれて、その屋根の上にたくさんの見物人の姿が見えた。陸上でも黒山の群
集が、極東の地からはるばるやって来た黒い大きな潜水艦と日本人を興味深げに見ている。伊号第八潜の甲板には、
第一種軍装に着がえた士官と水兵が整列していた。やがて艦首をブンカーのＡの１（正面に向かって左端の壕）に入
れようとしたとき、ドイツ海軍儀仗隊が日独の国歌を奏して歓迎した。とくに国歌「君が代」の演奏が終るや、内野
フ
ラ
ー
艦長の音頭で「万歳」を一一一唱すると、それに和して陸上からも「盲『『四／・」（万歳）の一一一唱が起った。困苦欠乏と危
険に満ちた、命がけの大航海を経て、目的地に無事到清したことは大きな葛ぴであり、かつ感慨無斌であった。その
ときの気持を、内野艦長は「国歌君が代を聞いた乗貝は、一人残らず六○余日の苦斗も忘れ、ただただ感激したこと
（Ｉ）
は生涯亡じれることはあるまい」と回想している。
伊８は、なぜ戦況悪化のこの時期、あえて長期にわたる苦しい航海と大きな危険を冒してまでヨーロッパ大陸にや
っ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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昭
年
一
八
（
一
八
四
三
）
年
二
月
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ード全域のドイツ軍が降伏すると、期せずして同時期にガザルカナル島の日本軍も撤退を始め、日独両国の戦争遂行
の前途にさらに暗雲が立ちこめるようになった。大本営は、日独伊三国の同盟体制を堅持してゆく上で、シベリア経
由でドイツ、イタリアに連絡使を派週することになったが、このころ日本と枢軸側との連絡は、無線通信と国際電話
を除くと途絶しているに等しかった。またその通信内容にいたっては、連合国側に筒抜けであった。このような状況
下にあって、とくにドイツとの連絡に当ったのは、日本海軍の潜水艦であった。
枢軸側は日本との連絡・通交手段として航空機を用いることを試みたが、ソ連上空を通過せねばならず、この計画
は、日ソ関係悪化を憂いた東条首相によって否決きれた。結局、日本側は、潜水艦によって人員（連絡使、技術者）
けんらよう（５）
・機密兵器・物質の交流を図り、ドイツ側が渇望している酸素魚雷・潜水艦懸吊装置・キニー、不（薬用）・生ゴム．
５
す
ず
タングスーァン・錫・モリブデンなどを譲ることにし、相手からは最新のレーダー装置・ジェットエンジンとその設計６
図・高速潜水艦（Ｕ五二、のちの「呂五○○潜」）などが譲られた。
第一一次大戦下の昭和一七（一九四二）年から一九（一九四四）年の二ヵ年間に、計五隻（第一便伊号第三○潜［遠
藤忍中佐］、第二便伊号第八潜［内野信一一中佐］、第三便伊号第一一一四潜［入江達中佐］、第四便伊号第二九潜［木梨鷹
中佐］、第五便伊号第五二潜［宇野亀雄中佐］）の日本海軍の潜水艦がドイツ占領下の北仏ブレストやロリァンに赴い
ているが、うち一一一隻（伊号第三囚潜、伊号第一一九潜、伊号第五二潜）は渡欧と帰国時に失なわれ、残り二隻（伊号第
三○潜、伊号第八潜）だけが帰ってきた。結局、戦況逼迫下の折、無事に任務を果たして日本に帰還した艦は、第二
回目の遺独潜水艦（伊号第八潜、Ⅱ艦長内野信二大佐）一隻だけであった。第一便の伊号第三○潜は、昭和一七年四
月二二日ベナンを出港し、ロリアンからの帰途、シンガポール港でイギリス海軍が敷設した機雷にふれ沈没。第一一一便
の伊号第三四潜は、昭和一八年一一月一三日シンガポールからベナンに向かう途中、英潜により撃沈された。第四便
＊
＊
の伊号第一一九潜は、昭和一九年七月一一六日フィリピン西方洋上で米潜によって撃沈され、第五便の伊号第五二潜は、
カ
イ
リ
昭和一九年一一一月末に呉を出港し、ヨーロッパに向かい、同年六月二一一一日アゾレス諸島北方約六○○浬の洋上で独潜
と会合したことをベルリンの武官室に連絡して来たのをさいごに消息を絶った。このように遣独潜水艦の大半は壮途
につく途中で挫折し、尊い人命が失なわれた。が、この稿は決死の往復全行程を完了し、無事呉に帰港した唯一の潜
水艦伊・・のヨーロッパ行の経験の意義とその成果について描こうとするものである。
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昭和一八年三月下旬のことである。海軍中佐内野信二は潜水艦部の後藤汎大佐から軍の極秘事項と前置きされ、潜
水艦一隻をドイツに派遣する計画があること、伊８がその候補の中に入っていることを告げられ、合わせて同艦の航
続力、約六○名の増加定員を収容するために艦内の一部を改造することが可能かどうか、至急調査して報告するよう
（６）
命じられた。内野中佐は早速調べたところ、同艦がベナンからドイツ占領下のフランスの軍港まで一四○○○マイル
は優に行けること、また艦内の改造も可能の旨報告すると、伊８を遺独艦とすることに決った。
この時期、ドイツとイタリア両軍は、スエズおよび中近東方面の作戦で目覚ましい戦果をあげることなく、形勢は
き
わ
め
て
不
利
で
あ
り
、
独
伊
の
首
脳
は
苦
悩
し
て
い
た
。
昭
和
一
八
年
の
春
に
な
る
と
、
ヒ
ト
ラ
ー
総
統
は
、
イ
ン
ド
洋
方
面
に
お
い
て
日
独
双
方
の
潜
水
艦
に
よ
る
共
同
作
戦
（
敵
海
上
交
通
破
壊
戦
）
の
実
施
を
申
し
入
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
日
本
海
軍
は
、
太
平
洋
方
面の作戦を行なうのが手一杯で、とてもドイツ側の要望にそえるだけの潜水艦を保有してはいなかった。当時、日本
（７）
海軍が外洋作戦に使用できる潜水艦は四○隻ほどで、過半数以上は艦隊作戦に当てられていた。そこでヒトラー総統、
リッペントロップ外相、大島駐独大使との三者会談において、ドイツ側は建造日数が短く、量産に適する最新鋭の中
型
潜
水
艦
二
○
○
○
ト
ン
級
）
二
隻
を
日
本
に
無
償
供
与
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
多
数
建
造
し
、
イ
ン
ド
洋
に
配
備
し
、
敵
の
海
上
輸
送
路
を
破
壊
し
て
ほ
し
い
旨
要
請
し
た
。
供
与
す
る
二
隻
の
う
ち
一
隻
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
乗
員
で
回
航
す
る
が
、
他
の
一
隻
は
日本海軍の手で回航して欲しい、ともいわれた。伊８の主要任務は、まさにこの回航員（乗田貞敏少佐以下五○余名）
を
ド
イ
ツ
ま
で
輸
送
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
昭年一七年三月ごろの日独間の作戦協定では、日本海軍が担当するのは、東経七○度を通ずる以東のインド洋、ド
二
遣
独
艦
伊
８
の
派
遣
事
情
７
イッ海軍担当の作戦海面は、それ以西のインド洋と大西洋であった。ドイツ潜水艦の譲渡問題についてのあらましは
先に述べたとおりであるが、その真相はどうであったのか。それに関して、当時軍令部員大本営海軍参謀として潜水
ス
ガ
モ
・
プ
リ
ズ
ン
艦作戦に従事した井浦祥二郎大佐（一九○一一’六五）は、巣鴨拘置所に入っていたとき、元駐独大使大島浩から直接
「ある日、ベルヒテス・ガルテンの大本営で私がヒトラーに会ったとき、日本海軍に潜水艦二隻をやりたいと彼の
方から話を持ち出したので、そのことを私は海軍武官に伝えた。ところが、その後、ドイツ海軍の兵器局長がその代
価を希望しているといって、交渉がなかなかはかどらないということだったので、リッペントロップに会って話して
みたところ、ヒトラーから〃それはとんでもないことだ。無論、無償でおあげするのだ“とあって、兵器局長はヒト
（８）
ラーにお目玉を頂蛾したという話であった。潜水艦溌渡問題はこうして即刻実現することになったのだ」と。
と
も
あ
れ
、
伊
８
の
艦
内
の
一
部
を
改
造
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
そ
こ
に
回
航
貝
を
収
容
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
予
備魚雷をすべて陸揚げし、下部発射管室を大改造し、そこを居住区とした。ガザルカナル作戦後、同艦は呉海軍工廠
で修理を受けていたとき、第二便のドイツ派遣艦のことが秘かにうわさされ、それがひょっとすると伊８かも知れな
いとの風説が立っていたが、それが的中したのである。
また伊８が対潜警戒のきびしいヨーロッパ大陸へ向かうには、電波探知機は絶対不可欠であったので、出港に際し
て呉工廠内では、苦心の末〃扇風機の翼〃の形をした三式超短波受信機（Ｅｍ型逆探）を艦橋上の架台に取りつけ、
その操作訓練をさせ、ざらに燃料補給の方法を研究し、また普段でさえ狭い艦の空間のすべてに主に罐詰等の食料を
次のような話を聞いたという。
大量に積み入れた。
かくして伊８は、昭和一八年六月一日の夕刻、Ｕポートの回航員乗田少佐以下五○余名とドイツへ贈る機密兵器（酸
８
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喜び、胸がおどった。
伊
８
の
艦
内
に
眼
を
向
け
る
と
、
乗
組
員
は
そ
れ
ま
で
の
一
倍
半
、
一
六
○
名
に
及
ん
で
い
た
か
ら
、
そ
の
混
雑
は
言
語
に
絶
し
、
居
（、）
住空間は一杯となり、若い兵などは寝起きする場もなく、食糧の包みの上でごろ寝せねばならなかった。狭い艦内で
（９）
ベナンに入港したのは六月二四日、途中試験潜航や訓練潜航を操ｈソ返すうちにメインタンクの一部損傷のためシン
ガ
ポ
ー
ル
に
寄
港
せ
ざ
る
得
な
く
、
同
工
作
部
で
修
理
を
行
な
っ
た
た
め
ベ
ナ
ン
到
着
が
お
く
れ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
入
渠
中
、
ド
イ
ツ
側が最も欠乏している物衡子１１生ゴム・錫・タングステン・モリブデン・キニーネなどを積込んだ外、日本側がヨー
ロッパで物質を購入するために必要な金塊なども搬入した。ベナンでは昼夜兼行で諸物質を積込むのだが、ここで燃
料や食料（生鮮食品ではなく、主に臓詰）のさいどの補給を行ない、六月二七日の夕方、伊８は在港の将士の見送り
を受けながらベナン桟橋を離れ、航程一万四○○○マイルの航海へと旅立った。内野艦長が総員集合を命じ、ドイツ
行を初めて乗組員に伝えたのはこのときであり、乗員一同は、「やっぱりそうか」と思い、ヨーロッパへ赴くことを
素
魚
雷
・
潜
水
艦
自
動
懸
吊
装
置
・
最
新
式
水
上
偵
察
機
・
潜
水
艦
無
気
泡
発
射
管
）
と
設
計
図
な
ど
を
積
み
呉
を
出
港
、
佐
伯
湾
に
仮
泊
し
、
豊
後
水
道
を
南
下
し
、
ひ
と
ま
ず
ベ
ナ
ン
へ
と
向
か
っ
た
。
便
乗
者
は
次
の
六
名
で
あ
る
。
西原市郎中佐（スイス駐在武官として赴任）
小林一郎軍医少佐（ドイツへ留学に赴く）
山中隣三（軍令部嘱託、スウェーデン駐在海軍武官室付の文官）
海耶文官二橘（氏名不詳、イタリア・スペイン・ポルトガルに赴任）
９
は長時間潜っていると、それだけ早く空気はよごれたし、飲料水は貴重品であり、一日一回、洗面器一杯の水が支給
〈、）
され、それで顔・口（歯）・身体の一部などを清めた。もちろん、これだけでは手足を洗うには不十分であったし、
当然のことながら入浴も洗濯もできなかった。
なお、伊８の乗組員（準士官以上）は次の面々である。
ベナンを出港して四日目の七月一日、伊８はインド洋（セイロンの南）において伊号第一○潜（以下伊、と略す）
（喝）
よ
り
三
時
間
五
○
分
か
か
っ
て
一
一
五
ト
ン
の
油
の
補
給
を
受
け
た
。
さ
ら
に
五
日
後
の
七
月
六
日
、
八
○
ト
ン
の
送
油
を
受
け
、
同
艦
機
械
長
…
…
…
藤
井
音
吉
掌
水
雷
長
…
…
泉
豊
亮
（
潜
航
長
…
…
…
伊
藤
登
二
艦長…………内野信二（のち第二潜水戦隊参謀、潜水学校教官兼呉潜水戦隊参謀、健在）
（皿）
先任将校・・・…上捨石康雄（のちに伊三七一潜艦長として戦死）
機関長………田渕亭（佐世保工廠造機部貝として沖縄出張中に戦死）
機関長付……簗場源栄（戦後、病死）
航
海
長
…
…
…
吉
田
太
郎
（
伊
一
二
瀞
先
任
将
校
と
し
て
戦
死
）
砲術長………大竹寿一（のち伊四七潜航海長として戦死）
通信長…・・・…桑島斎三〈戦後、医師となる）
軍医長．…．．…小谷順弥（戦後、医師となる）
電
気
長
…
…
…
小
夫
家
美
得（戦後、
病死）
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た
。
士
官
室
で
は
、
七
月
九
日
一〈Ⅳ）
つ、四○日間つづけられた。
ベ
ナ
ン
を
出
港
し
た
と
き
、
座
〈Ⅱ）
といったん別れると、南西に針路をとりアフリカ南方へ向かった。速力は一一一ノットーから一六ノットであった。艦は
インド洋に入ると、「がぶり」（荒波）がひどくなり、回航員や乗組員の中から、船酔い患者が出るようになった。か
れらはまったく食事が摂れず、寝たきりの状態となったので、軍医長からブドウ糖の注射をうけた。荒天と暑さに不
慣れの士官ですら、これから先の航海を思うと、気がふさいだ。航海中、いちばん苦労したのは波浪との闘いである。
ことに機関員と艦橋上の見張り員の苦労は大変なもので、間断なくエンジンと空を見つづけた。乗組員の大半は、狭
め
え
い湿度の高い艦内に閉じ込められたままで、太陽光線や外気に当たることＪもなく、ただじっと喘ぐしかなかった。ま
だしもよかったのは、交代で艦橋に立つ見張り貝である。水上航上中、かれらは毎日が緊張の連続である。顔は暑い
直射日光で焼かれ、すぐに真黒になる。夜は南十字星を見ながら航行するのだが、時々ふと故国日本のことが思い出
（胴〉
基」れろ。一方、艦上に出る機会のない者は、だんだん顔の色が白くなってゆ／、・
し
や
臆
人
外界からすっかり遮断坐ごれた艦内で時刻がわかるのは、食事のとき位である。主食のおかずは、ほとんどが繊詰類
であり、生鮮野菜は一切出されず、それも乾燥されたものであった。当然、ビタミン不足の懸念もあったので、それ
を補うためにエビォスが出され、それを食事のつど口の中に投げこんだ、という（吉村昭「深海の使者」）。
艦内の生活は不自由であったが、それでも乗組員一同は陽気であり、和やかに暮らした。士官たちもいつも和気あ
（応）
いあいとし、愉快に過ごした。先任将校の上捨石康雄は、ベッ時‐に横になったとき、フランス語の勉強に余念がなか
った。下士官の中にも前回伊号第三○潜でヨーロッパへ行った者もおり、暇なときドイツ語の単語や慣用句を独習し
た。士官室では、七月九日から文官山中静三によるドイツ語（日常会話）の速成講座が始まり、毎夕食後、一時間ず
伊８には体調不良な者は一人もいなかった。けれど艦がインド洋に入ってから、独潜の回
11
航員の中から高熱を発する者が出た。田島二三男上等水兵がその人である。当初、その病いはデング熱（蚊によって
うつるウィルス性の熱帯伝染病）かと懸念されたが、同乗の軍医（小林、清水、小谷）らは〃熱帯性マラリア“と診
断した。水兵田島だけは上部発射管室の左舷テーブルに移され、そこで手当てを受けていたが、病状は好転せず。体
（肥）
を震わせ、「天井が回る〃．、天井が回る／」とうわごとをいい、その後昏睡状態に陥り、口をきくことなく息を引き
取った。かれの遺体は、棺に入れられ、さらにそこに重りとして一発の砲弾を入れ、翌七月七日、艦長以下乗組員の
参列のもとに海上葬が菅なまれ、海底に沈んで行った。……
あ
ら
か
じ
め
伊加は燃料補給後も数日、伊８に同行したが、七月一○日艦橋より「予〆成功ヲ祈ル」といった手旗信号を伊８
（旧）
に送った。それに対して伊８は「醤ツーナ成功ヲ期ス」と答え、同艦と別れ、単独でヨーロッパへの壮途についた。七
月二日ごろから海は時化はじめ、それは日ごとに激しくなっていった。艦首はうねりに突込み、はねあがった海水
は、怒涛のごとく艦橋に襲いかかる。上甲板もつねに海水で洗われている。毎日、水上航走しているのか、潜航して
（、）
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
伊８が徐々にアフリカ南端に近づくにつれて、新たな心配が生じた。喜望峯には英軍の哨戒基地があり、さかんに
索敵機を飛ばしている。その哨戒圏は五○○マイルにたっし、三○○マイルは危険区域と予想された。敵機の発見を
避けるには、少なくとも三○○マイルの圏内を離れて航行するのが無難であった。それには南緯四○度付近を西航せ
ねばならないが、そのあたりには〃ローリング・フォルティス“（幻Ｃ一言、句・昌印「吠える海」ほどの意）と呼ばれる
荒天海域がある。その範囲は、東西数一○○マイル、南北一○○マイルにわたり、一年中、強い西風が吹き、とくに
（幻）
冬期は大時化のつづく海面として、航海者から恐れられていた。
伊８がイギリス機の索敵を避けて、この荒天海域に突入したのは、七月二日のことである。内野艦長は、第一便
1２
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の逝独艦（伊号第一一一○潜）の遠藤艦長より、この海域を通過したときの苦心談を呉出港前に聞いていた。とても無事
には、この荒天海域を脱せそうにもない。伊卯の場合、この海域で激浪が主機械排水管より逆流し、そのため両舷の
〈犯）
主機械とも故障し、一時電動機航走をつづけ、かろうじて同海域を脱出したのであった・
伊８はこの”ローリング・フォルティス〃に突入するや、案の定、各所に故障が生じた。まず上甲板の揚蓋が流出
し、所々に穴があいた。飛行機射出装置の側板も浪に流された。そればかりか左舷の飛行機格納筒前方の側板も剥ぎ
とられ、そこに一一一メートルほどの大穴があいた。激浪が艦の上部榊造物にぶち当るたびに、鉄板がばたんぱたんと音
を出すので、艦橋の見張り貝はひやひやした。やがて内野艦長より破損箇所の応急処置の命が出ると、掌水雷長泉豊
（麹）
亮中尉の指揮のもとに、甲板の下にもぐってハンマーやタガ、不で破損箇所の修理に当ったり、穴があいた所は艦内の
（邸）
すべてのワィヤーロープやマニラロープを用いて縦横にしばり、波の勢いを弱めることに努めた。命がけのその作業
は、激浪の中で行なわれたもので困難な辛い仕事であった。
水上航走や潜航を試みたが、天候は好転しなかったので、内野艦長はついに敵の哨戒圏に入る危険を冒す決心をし、
七月一九日進路を二七○度から一一一○○度に改めた。同月二一日一○日ぶりでついにこの暴風圏を脱出した・内野艦長
は戦後、「証一百．私の昭和史４」の対談の中で、当時の辛苦を「わたしが長い海上生活の中で、あのくらい長いしけ、 、、
、
、
ひどいしけは初めてでありました」と回想している。
喜望峯沖を無事通過し、大西洋に入ると、海は一変しておだやかになり、艦はひたすら北上をつづけた・艦内には
林上等兵曹の工夫でレコード、雌が流され、それが倦みつかれた乗組員の、心を慰めた。七月一一四日、在独海軍武官横
井忠雄少将からの第一電を受信した。電文は、「無事、大西洋海域一一進入セラレタモノト拝察スル」にはじまり、航
路・敵情（アセンション島付近の哨戒情況）などを伝えていた。伊８は無電発信を禁じられていたから、わずかに〃了
1３
解符“だけを打ち、ひたすら無線封止をつづけて北上した。
七月二九日、伊圏は南緯二慶襄二○度１１アセンシ罰ン鳧の西方約四○○マイル－の地点に到達した．この
ときドイツからの第二電を受信した。それには安全性を考慮して、到着港はロリァンからブレストに変更になったこ
と、アゾレス群島の西方海上ｌ北緯三九度。ｏ分、西総三三度三・分の海上で、Ｕボートから最新の鬮蕊知機（逆
探）を受けとり、それを装備しビスケー湾に突入するよう指示するもので、また指定会合点到着予定日を知らせ、と
と
、
ア
ヅ
探）を曇
あった。
それまで伊８は、受信だけをこととし、発信はほとんど行なわずに来たが、「八月一日赤道通過、二日アゾレス
会合点着」と返電した。伊８が発信したこの電報は、イギリス側に傍受されたらしく、三一日艦尾方向に飛行機を発
見したので艦は直ちに急速潜航した。どうもこの飛行機は、アセンション島（イギリス領の火山島、アフリカ西方
の南大西洋に位置）の基地から飛び立った哨戒機かと思われた。内野艦長は、赤道以南のこんな海域まで敵機が哨戒
するようでは、無線使用はよほど慎重にせねばならぬ、と痛感した。
（顕）
八月一日の夜半、伊８は赤道を通過し、楽「期の章目望峯沖から、再び熱帯圏に入った。艦内の湿度は異常に高く、乗
あぶら
組員は全身汗と脂にまみれていた。八月四日、在独武官から第一二霞（「機密第八○九番電」）が来た。それには、伊
８に装備する電波探知機の完成がおくれているので、アゾレス西方における会合点着は、早くとも八月一六日に変更
〈印）
せられたい、とあった。ざらに新会合期日を知らせるまで、北緯二○度、西経一二五度を中心とする一一一○○マイル圏内
三アフリカ洋上で独潜Ｕ一六一号と趨遁
１４
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伊８は、独潜との会合予定日までまだ十分な日時があったので、速度を落して北上を続けた。昼間は潜航し、夜に
なると水上航走した。八月一三日にいたり、第四電を受信した。会合は八月二○日に決定したこと、伊８と会合する
独潜（Ｕ一六一号）は、目下ピスケー湾（フランス西岸からスペイン北部にかけての大西洋の湾）を西航中であるこ
と、危険海域を突破できたら貴艦に改めて会合期日を知らせること、会合時における味方艦の識別法、会合に失敗し
た場合の方位測および会合法など、こと細かに指示された。
（酌）
艦が大西洋海域に入り、夜間水上航行していると、ドイツＤＮＢのニュースがよく入るようになった。電信丘〈はそ
（釦）
れを受信すると、文官山中静一二と軍医長小谷順弥が日本語に訳し、艦内新聞として回覧した。八月一○日ごろのニュ
ースは、数日来、シシリー島のドイツ軍は連合軍に押きれ気味であり、イタリア本土へ退却しつつあることを伝える
もので、ドイツ軍の旗色が悪いことが知れた。乗組員一同、ドイツからのニュースに接するつど、緊張の度を加え、
またときに暗然として声がなかった。
八月一五日、第五電（「機密第八七一番」）を受信した。「会合期日ヲ八月二○日、ドイツ時間一二時、会合点北緯
三九度西経三二度三○分」とあり、合わせて会合点付近の敵情なども知らせて来た。伊８はベナンを出帆して海にあ
ること五○余日、この間陸影は一つも見ることはなかった。艦の位置は、もっぱら航海長吉田太郎大尉による日中の
「八月八日現在量、糧へ
キルョウ取計ワレタシ」。
伊
８
は
、
独
潜
と
の
会
合
で待期せよ、行動遅延のため補給の必要があれば、その旨通報せよ、と伝えてきた。この機密電に接した乗組員は、
いささか炎勢を禁じえなかった。内野艦長は、欠乏品について士官に調査させたところ、油と真水はまだ充分である
が、副食物だけが不足していることが分かり、折り返し、危険を冒して次のように返電した。
「八月八日現在量、糧食九月五日マデ、燃料二○昼夜分、差シアタリ補給ノ必要ナキモ、ナルベク八月中二入港デ
1５
太陽と朝晩の天測によって知った。指定地点で独潜と会合する前日は、とくに夜間天測までして艦位の正確を期した。
やがて八月二○日の朝を迎えた。独潜との会合日である。空は曇っており、時々雨が降った。海上はやや時化ている。
お
ま
け
に
視
界
も
よ
く
な
い
。
内
野
艦
長
は
指
定
地
点
で
見
張
員
を
総
動
員
し
て
四
方
の
海
を
探
し
つ
づ
け
さ
せ
た
が
、
独
潜
は
い
っ
こ
うに発見できない。三時間が経過した。第二の手段として、予め取り決めてあった方位測定を行なった。独潜が伊８
の近くにいることはたしかである。かすかな電波によってそれが知れたからである。
伊８は会合点で侍期することにした。が、なかなか相手と会えない。内野艦長は思い余って、危険覚悟で電波（指
（剖）
｛正符号）の発信を命じた。もしその電波が敵側に捉えられようものなら、攻撃される危険だってあり得る。幸い独潜
は
そ
れ
を
捕
捉
し
、
方
位
測
定
を
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
来
た
。
午
後
三
時
一
○
分
、
’
六
○
度
の
方
向
の
水
平
線
上
に
小
さ
な
黒
点
を
認
め
た
。
待
ち
に
待
っ
た
独
潜
か
、
そ
れ
と
も
敵
艦
船
か
。
内
野艦長は万一の場合に備えて、総員を急速潜行配置につけ、潜望鏡によってその黒点を凝視しつづけた。やがて艦橋
が、次に上甲板が見え出した。まぎれもない待望の独潜である。独得の艦の形といい、白い塗料といい、それが日本
（躯）
人の眼にはとても印象的に写った。内野艦長は浮上を命じた。この独潜（Ｕ一六一号）は伊８に近づくと、その右舷
も
や
い
じ
ゆ
う
指呼の距離に停止した。海は相変らず時化ていて、独潜の甲板は時折波に洗われている。やがて伊８より肪銃が発
射され、両艦は一本のロープで結ばれ、ゴルポートによって士官一名（ヤーン少尉）だけが伊８にやって来、艦橋で
内野艦長に挨拶した。艦長のそばには文官山中静三がいて二人の会話を通訳した。ヤーン少尉（ニュールンベルク出
（羽）
身）は、伊８の艦長への土産としてヘネシーのブランデー二本とレモン数個持参していた。重要な電波探知機（以下、
電探と略す）の移載は、海がおだやかになるまで延ばし、明日午前二時に同じ地点で再会することにした。それま
で
両
艦
は
潜
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
1６
敵中突破五万四○○○キロ
翌八月二一日、伊８と独潜はふたたび会合し、このとき電探の装備と取り扱いを指導するための下士官と兵各一名
が伊８に移乗した。ドイツ海軍のこの電探（「逆探知機メトックス」は単純な装置であった。それについて軍令部嘱
託山中静三は、次のように語っている。「この電探機は相手方の発信電波を捕える受信専用機種であって、一名の操
作員が艦橋で受信用アンテナを緩慢に手動で回転させて、捕えた電波を艦橋下にある電信室の受信用スクリーン上に
映すのである。この映像のなかに現われる電波の波長をみて、移乗してきたドイツ側下士官は、これは英空軍のもの
であり、これこれの波長はドイツ側飛行機のものであるということを、本艦の電信員に教えるのである。もちろん、
敵側の電波を感じたら、その強度に応じて、艦は急速潜航を要するのである」
伊８では海上が静かになったこの日、早速、山中の通訳でヤーン少尉とドイツ下士官（通信兵）らが協力して四時
間かかって電探を装備した。日本人が驚いたのは、その装置がじつに簡単なものであったことである。電探の受信空
し
ん
ち
ゅ
う
中線は鉛筆の長さ四○センチほどの真鍛の棒一一本である。それを潜望鏡支基上部に取りつけ、受信機は司令塔に置
くことにした。スクリーンに映る受信波（緑色）は、日本のものよりはるかに鮮明であった。敵の発信電波を捕える
役はドイツ下士官の役割で、受信波の判読はヤーン少尉が行ない、潜水するかどうか決めた。
ドイツ側からのこの貴重な贈物に対して、内野艦長はコーヒーを愛好する独潜の乗組員のためにマレー産のコーヒ
一斗缶を贈ると、かれらは大層よろこび、先任将校が艦長（アルブレヒト大尉）のタイプで打った礼状をもってわざ
わざ来艦した。すでにドイツでは代用コーヒを飲んでいたから、この贈物はよほどうれしかったものと思われる。艦
長の礼状の文面は次のようなものである。
1７
艦
長
に
呈
す
／
貴官からの親愛な朝のご挨拶に対し、私は本艦乗組員を代表して心からお礼申しあげます。このご挨拶により、われわれの伝統
である本日の土畷日午後のコーヒーを、いっそう飾ってくれることでしょう。資官ならびに貴艦乗組員に対し、われわれはいつも
航海の無事を祈りますとともに、われわれの合言葉である「無事と勝利と大きな独物を」と、声を大にして叫びます。
やがて日独の潜水艦は、お互い武運長久を祈り、別れを惜しみつつ離れて行った。伊８と別れたＵ一六一号は、再
び大西洋の通商破壊戦に従事すべく出撃したが、不幸にして同年九月二七日、南緯三○度一二分、西経一一一五度三五分
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敵中突破五万四○○○キロ
以上の指令に対して、内野艦長は、「会合点到着日ハ八月三○日」と返電した。伊８が無事目的地のブレスト港に
到
着
で
き
る
か
ど
う
か
の
成
否
は
、
こ
こ
数
日
間
の
航
海
に
か
か
っ
て
い
る
。
伊
８
は
八
月
二
七
日
の
仏
暁
、
ス
ペ
イ
ン
沿
岸
に
達
し
た
。
（劃）
の地点で撃破共これた。生存者はいなかった。伊８は独潜と別れると、アゾレス群島（北大西洋中東部に位置）の西方
を
北
上
し
つ
づ
け
た
。
士
官
室
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
の
授
業
は
、
独
潜
と
会
合
し
た
八
月
二
○
日
以
後
、
取
り
止
め
と
な
っ
た
。
伊
８
は
北緯四二度に達したとき、針路を九○度にとり、一路ヨーロッパ大陸のスペイン西岸へと向かった。
八
月
二
二
日
、
伊
８
は
独
潜
か
ら
受
け
取
っ
た
電
探
の
操
作
と
性
能
を
テ
ス
ト
す
る
た
め
、
日
中
水
上
航
走
し
て
い
る
と
、
早
く
も
電
探のスクリーンに波の波長が現れたので、急速潜行した。この日以後、艦は充電のため五、六時間水上航定する以外、
終
日
潜
行
を
つ
づ
け
た
。
ま
た
こ
の
日
、
在
独
日
本
海
軍
武
官
か
ら
入
電
が
あ
り
、
ビ
ス
ケ
ー
湾
へ
の
進
入
航
路
、
敵
情
、
伊
８
潜
の
出
四、巡半
五、伊。
て欲しい。
一
、
敵
機
、
敵
艦
は
も
ち
ろ
ん
中
立
国
の
船
舶
に
も
絶
対
発
見
さ
れ
ぬ
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
。
二
、
ス
ペ
イ
ン
沿
岸
に
達
し
た
ら
、
距
岸
五
マ
イ
ル
、
水
深
一
○
○
メ
ー
ト
ル
に
て
北
上
し
、
フ
ィ
ニ
ス
テ
レ
岬
（
ス
ペ
イ
ン
北
西
部
）
よりオルテガル岬（ビスヶー湾の南西限をなす）を経て、ビスケー湾に進入すること。
三
、
ビ
ス
ケ
ー
湾
奥
に
お
け
る
独
海
軍
と
の
会
合
点
は
、
北
緯
四
四
度
三
分
、
西
経
四
度
五
四
分
と
す
る
こ
と
。
会
合
時
間
は
、
ド
イ
迎え方法などが指示された。
三、ビスケー湾奥におＬ
シ時間の午前七時四五分。
六、会合点到着日を報告せよ。
巡洋艦一隻、駆逐艦五隻から成る敵の哨戒部隊がオルテガル岬付近で哨戒中である。
伊
８
が
オ
ル
テ
ガ
ル
岬
を
通
過
す
る
と
き
、
独
空
軍
は
こ
の
哨
戒
部
隊
を
攻
盤
す
る
の
で
、
そ
の
混
乱
の
す
き
に
突
破
を
は
か
っ
1９
が、早くも夜半に強い電波感度があったので深く潜航した。約二時間後に再び浮上してみると、またスクリーンに波
長が現れたので、しばらく深度航進をつづけた。すると突加、「ガーン」といった爆雷音のようなものを感じ、一同、
爆雷攻撃が始まったものと思い、覚悟を決めた。ヤーン少尉によると、それは数十マイル先で落されたものであって、
とくに本艦を狽ったものでない、という。それを聞いて少しは安心したが、爆雷音（英空軍による時限爆雷、Ｕポー
トに対する神経戦を目的とする）は七回も聞いたので、やはり不安は隠せなかった。
八月二八日、ぴくぴくしながら隠密行動をつづけて来た艦は、フィニステレ岬の南西六マイルの海上に浮上した。
このとき内野艦長をはじめ見張り員たちは、上甲板ばかりか、艦周辺の海に、おびただしい夜光虫の光をみて樗然と
した。おまけに艦尾にもそれが尾を引いて光っているではないか。艦の存在が敵側に分かりはすまいか、と思うと一
廟不安に駆られた。またこの沿岸の灯台の光力は強いことで知られており、もし距岸五マイルで、その光の中に艦が
入ってしまうと、発見されそうな気がした。そのうちに伊８と同じような艦の航跡を発見したので、内野艦長は敵か
どうか、ヤーン少尉に尋ねると、帰港中のＵポートだと答えた。加えてこの付近は中立国の船の航路に当っており、
（弱）
またトロール船と漁網が多く、伊８は潜航中、それらを避けるのに苦労した。
伊８がフィニステレ岬に次いでオルテガル岬沖の潜航突破に成功したのは、八月二九日の夜のことである。翌三○
日の予定会合点に達するまで、なお数時間の余裕があったので艦は長時間潜航をつづけた、また補給の状況を調べて
みると、食糧と燃料のほうはまだ少し余裕があるが、水は八月いっぱいしか持たぬことが判明した。
2０
敵中突破五万四○○○キロ
八月三○日の朝が明けた。空は晴れ、波も静かであるばかりか、視界も良好である。伊８は、針路を東に採ったま
ま、一路会合点に向かった。東の空はしだいに明るくなって来た。やがて水平線上右二○度に黒点一つ、さらに左舷
四○度にも黒点を発見した。その黒点は徐々に大きくなり、程なく三隻の艦影がはっきりして来た。それら三隻の小
艇は白波を立てながら高速でこちらに向かっている。ヤーン少尉の説明によれば、どれもドイツ海軍の最新式の防水
雷艇だという。それらの水雷艇は伊８の周囲に集まると、司令艇が艦橋にいるヤーン少尉に、メガホンでいろいろ指
示を与え、さらにそれは内野艦長にも伝えられた。それより伊８は、司令艇のあとに続き、他の二隻は艦の左右約一
キロほどの所に占位し、ビスケー湾を北上した。上空にもドイツ空軍の護衛機が配され、さらに東方の海にも駆逐艦
が待機していて、万全の護衛態勢が整えられていた。
八月三一日の明け方、伊８はついに六○余日の苦しい航海のすえ、無事ブレストの港口に達した。多数の哨戒艇、
機雷原突破船などに護られ、錨地の奥深く進み、ざらに午前一○時半ごろブンヵー内に横付けになると、パリ在住の
ドイツ海軍西部管区海軍長官テオドール・クランケ大将とブレスト潜水隊司令ヴインター少佐その他の幕僚たちが、
日本海軍代表委員阿部勝雄中将、海軍武官横井忠雄少将などと共に来艦した。かれらは内野艦長をはじめ士官らと固
い握手をかわしたのち、甲板に整列した伊８の乗組員たちを閲兵し、苦労をねぎらった。それより数名の当直員を残
し、ドイツ海軍儀仗隊が演奏する曲を聞きながら、艦長を先頭に桟橋を渡った。そこに待機していたのは手にカーネ
ーションの花束を抱えた妙齢のドイツ女性たち四五名である。彼女らは日本人乗組員一人一人に握手した上、カー
ネーションを胸に一本一本さしてくれた。この意外な歓迎ぶりに、士官から水兵に至るまで、「嬉しくて疲れもふっ
四
ブ
レ
ス
ト
入
港
2１
祝杯の準備ができ、クランケ大将の祝詞と内野艦長の答詞がおわって乾杯した。通訳を勤めたのは横井武官であり、
両人のことばをそれぞれの国語に訳した。かくして宴は進んだ。ほろ苦いビールの味が五臓六脈にしみわたって来る。
注目の敬礼を送る。
（鋼〉
飛んでしまった」ということである。桟橋で出迎えた日本海軍士官の中‐には、江見哲四郎中佐（伊８の前艦長）や友
永英夫技術少佐（のち帰任の途中、Ｕポート内で自決）などの姿もあった。
やがて内野艦長をはじめ乗組員一同は、出迎えの軍用バスに分乗して、基地内の宿舎（兵舎）へと向かう。だらだ
ら坂を上ってゆくと、眼下にブレスト港を見下す高台に出る。皆、今入港して来たばかりの水道を深い感懐をもって
眺める。道路のきわの青々とした草木すら、十分心をたのしませてくれる。右手に灰色のブレスト市街を望見し、程
なくすると、基地の中に入る。軍用バスから降りるとき、胸のカーネーションの良いかおりがプーンと鼻口を伝って
エ
コ
ル
・
ナ
ヴ
ア
ル
来た。伊８の乗組員らが案内されたのは、おそらくブンヵーの建物のすぐ裏手の丘陵に在る基地（現在は海軍兵学校
となっている）であろう。上曹石倉武夫は次のように回想しているからである。
かつ
「此の基地隊は嘗てはフランスの海軍兵学校として衆の範とないリ、若い生徒の修養と訓練の道場たりし所、兵舎は
五棟、一一一階の石造りにて、其の内部たるや賛沢の極を尽してゐたと。今はドイツの手に依り質素に作り換えてはある
が、其の構造を一見して昔を忍ぶに足る」（「訪独記」）
さて、軍用バスを降りた伊８の乗組員らは、ドイツ海軍が用意した歓迎会場へと向かった。案内された所は、建物
内のある大きなホールである。大きな部屋の正面には、ドイツ自慢のＵポートの絵が架けられている。その左右は日
独の軍艦旗をもって飾り、さらに長いテーブルが一一一つ置かれていて、その上には無数の花が並べてあった。
｜同、席につくと、クランケ大将とその幕僚の将校らが入場して来た。伊８の乗組員は一斉に起立し、この将軍に
2２
敵中突破五万四○○○キロ
翌九月一日、｜同、軽音楽を耳にしながら、目をさました。朝食が待っている。コーヒに二片のパン。それもまた
珍しく、おいしかった。けれど昼になる前に、腹の虫がしきりと吟るのである。昼食には、純日本料理が出された。
日本人コックをわざわざ呼び寄せ、数名のドイツ人コックに調理法を教えて出したものである。その和食は、内地目
（郷）
本）の一流料理店であれば優に二一○円は下らぬごちそうであった。この日、日本人乗組員のために園遊会が催された。
日独の潜水艦乗りたちは、互に杯を交わし、身振り手真似で、年齢や名前や特殊なマークを尋ね合ったりした。時に
プ
リ
エ
ン
伊８の乗組員に与えられた宿舎（兵舎）は、「で『一のロ」と呼ばれる建物である。奇襲攻撃によって大きな戦果を上げ
た、Ｕポートの青年艦長の名を採ってつけたものである。その夜、日本人一同は、久々に柔らかなベッドの上で疲れ
た体を休めることができ、快眠を得た。……
二ヵ月あまりの間、汗と脂にうす汚れ、陽光を浴びることなく艦内で暮らしたため、日本人の顔はほとんど一様に青
白い。ビールのアルコールがまたたく間にきいて来て、早や紅潮を来たし、それぞれ思い思いに話し出す。石倉上曹
もすぐる航海をいまいちど静かに思い返した。艦は何度も危い目に遭い今日にいたったが、今思い出してもぞっとす
るのは、例のスペイン沿岸を夜間四、五日航行したときの薄気味の悪い”夜光虫“の光である。やがて歓迎会は終わ
り、解散となった。石倉上曹は、ほろ酔い機嫌で屋上に出ると、初秋の太陽が地上を照らしていた。そして防塞気球
（釘）
が一一一つ四つ浮んでいる空を見上げた後、「あ砥何と一一一日ふ良い気持ちか」と、続けさまに二、一一一回深呼吸をやり、次い
で花園の方へと歩いて行った。
五ブレスト滞在とパリ見物
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は教わったドイツ語を手帳から探し出し、変な発音で、片言会話を試みる者もいた。お互い、とりとめもない雑談を
型
交わし、互に笑い合い、ともども楽しんだ。
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夜になると、兵舎の食堂で再び宴〈玄が催された。無精霧を生やした入港したばかりのＵポートの乗組員らと雑談と
軍歌に興じる。楽隊を囲んで静かに杯を重ねているうちはよかったが、アルコールが回って来ると段々にふざける者、
歌う者が出てくる。ドイツ人の帽子と交換して悦に入っている者もいる。コニャック、リキュール、ビールなど酒は
ふんだんにある・それをチャンポンに飲むものだからたまらない。酔いは早く、頭の中がもうろうとして来る。一人
のドイツ人が軍歌「英国打倒の歌」（ロロ、の一一ｍ目一一の二・ヘルムス．一一－ルが一九一四年に作詞したドイツ軍歌の名曲の
－２を歌えば、日本の下士官の一人が、日本砿歌を歌い、さいごに「万歳」を張り上げて叫ぶ。この日は入浴し、
九月一一一日から艦の搭赦物品の陸揚げや艦の修理などが始まった。物品の陸揚げは二、三日かかった。が、艦の修理
作業はその後も長くつづいた。その作業はドイツ兵の監視のもと、イタリア人やフランス人の徴用工の手で進められ
たから、伊８の乗組員が作業振りをいちいち点検せねばならなかった。昼間は艦で作業に従事し、夕方宿舎に帰り、
夕食後はブレスト市街への外出が許可された。外出のときはドイツ軍の軍用バスが迎えにきてくれる。いつも機銃を
持った護衛兵が二名付いた。バスの窓はどれも金網が張ってあったのはテロ対策の配慮である。伊８の乗組員は、か
くしてバスで市へ出ると、買物したり、遊んだりし、午後一○時ごろ宿舎へ戻った。
また、ブレスト入港後、Ｕポートの回航員や伊８の乗組員の保養のため、約四○名ずつが交代で、数日間、ブレス
ト郊外の「シャトー・ヌフというドイツ潜水艦の保養所（以前はフランス貴族の館であった由）に静養に行った」
（山中静一一一）ということである。これはシャトーヌフ・デュ・ファウＯ颪（の四目目［「：‐司凹目に在った「トレヴァレの
一つ）を歌えば、
ゆっくり休んだ。
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城」（■の。颪房目已の弓忌目『８）のことで、とくに「バラの館」（○颪扇自『。⑫の）の建物は、Ｕボートの乗組員（士官）
（羽〉
の休息所となっていたものらしい。この城は、一九四四（昭和一九）年七月一一一○日に英空軍の空襲に遭った。とｊ、あ
れ、半舷ずつこの保養所に入った日本人は約二週間、「何もすることはなし、考えることもなく、本当に身も心も休
めた」（上曹西尾周作）ということで、長い航海の疲れを充分にいやすことができた。
｜方、乗組員は、二組に分かれ、二泊三日の予定で早くも第一班は九月二日にパリ見物に出かけた。服装は全員第
一種軍装である。ブレストからパリ見物の第一陣に入ったのは、内野艦長・上捨石先任将校・田渕機関長・吉田航海
長・大竹砲術長・小谷軍医長ら階級が大尉以上の者五名、ざらに通訳として戦前横浜にいて貿易商をしていたドイツ
人ヤコフ（少尉相当官）ほか、下士官・水兵ら四○名ほどが同行した。これらパリ行きの第一班が、ブレストの駅舎
より二等車に乗りパリを目ざしたのは、九月二日の日暮れ時、太陽がまさに西に沈もうとするときであった。車中の
日本人の大半は、今回が初めてのパリ訪問である。花の都パリのことは、子供の頃学校で教わり、あるいは映画で観、
あるいは本で読んだ程度のことしか知らず、夢の国であった。
伊・・の乗組員とＵポート回航員を乗せた汽車は、サン・ブリュ、レンヌ、ル・マンを経て、パリのモンパルナス駅
へ向かうのである。ドイツ占領下フランスの汽車はどれも軍用と民間用に区別され、各車輌の中間には数門の機銃と機
関砲を装備し、つねに対空警戒やレジスタンスに備えていた。ブレスト市街を出た汽車は、程なくすると見渡す限り
の平野に出、一直線上にひた走る。山や丘陵らしきものは無く、眼に入るのは、たんたんたる畑や雑草がはびこった
牧場、農家だけである。平時であれば、まことにのどかな田園風景そのものである。汽車は日没を待って、厳重に灯
火管制された。遮光幕が下される。天井の豆電球がともされ、それが鈍い光を放つ。その光では、お互いの顔がどう
にか判別できる程度である。英空軍の夜間空襲が珍しくないだけに、止むをえぬ措置である。九月のヨーロッパの夜
2５ 
（㈹）
は、ｘごすがに冷える。車中の日本人は身を寄せ合いひそひそ話をしているうちに、一人二人と夢路にたどりついた。
その間にも、汽車はガタゴト音を発しながら線路の上を鷲進する。
石倉上曹は何時間眠ったであろうか、ヤコフ氏に起こされ、「もうすぐパリ郊外ですよ」といわれた。
窓を開け、窓外を見ると、ひんやりとした朝の大気が車内に入って来た。東の空に太陽が顔を出し、光を放ってい
すでに目をさましている者もいる。かれらは車外の珍しい風景に見入っている。煙突の付いた灰色の細長い建物が
眼に飛び込んでくる。どの家の日除けも赤や緑のペンキが塗られている。汽車はその後一時ほど走って、バリのモン
パルナス駅に着いた。が、折から榊内は汽車で一杯であり、プラットホームに入れない。やむなく一同途中で下車す
ることになった。やがて当地の海、事務所の主計中佐（氏名不詳）と四方瞥記、ドイツ叩の写真班などに迎えられた。
そしてすでに用意してあった軍用バスに分乗すると、マロニエの街路樹の間を走り、とある大邸宅（場所不詳、元金
（Ⅲ） 
満家のユダヤ人の持物）に導かれた。そこはパリの海軍クラブのような建物であった。一行は同建物の大きなホール
に案内され、そこでドイツ軍の楽隊が演奏する軽音楽を聞き、食事を摂り始めてしばらくすると、空襲警報が鳴った。
一同急いで地下の防空壕に飛込んだ。
花のバリ、たしかに見るべきものは沢山ある。内野艦長以下の第一班は、パリ滞在中、ベルサイユ宮殿を訪れ、凱
旋門・エッフェル塔・ノートルダム寺院・廃兵院を見学し、セーヌ河岸を散策したり、家族に土産物などを買い、夜
〈姻）
は「カジノ・ド・バリ」に招待された。しかし、たびたび空襲があったり、警報が鳴るのでそのつど退避せねばなら
なかった・けれどのんびりとくつろぐことができ、記念の写真も撮ってもらった。ノートルダム寺院の裏手やエッフ
ェル塔を背影にして横隊で撮ったものが残されている。
ろ
｡ 
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内野艦長ほか五名の士官（太尉以上）とドイツ人ヤコフは、パリ見学が終わった九月三日の夕刻、パリの北駅より
ベルリンへ向かった。が、一行のだれひとりとして、ベルリンまでの経路をはっきり記憶してはいない。汽車は爆撃
で破壊された箇所を迂回して走ったし、日が暮れると灯火管制のため遮光幕をおろしたままであったからである。と
コ
ン
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もあれ、ドイツ側が内野艦長一行のために用意した列車は、小机・洗面台を備庭えた寝台車であり、仕切り客室になつ
く婚）
ていた。ベルリンまでの途中、連〈ロ軍の空襲によって壊された蒸気機関車の姿が数多くみられた。列車がベルリンの
ツォー駅に着いたのは翌四日の午前中である。当時は連合軍によるベルリン空襲が激しいときで、市街の各所はがれ
きの山で広場にはくトンで固められた退避壕や機銃座がみられた。
一行はベルリンに着くと、ティァガルテンの森の中にある日本大使館（ティアガルテン街六番地、現存）と日本海
軍事務所（大戦中、消滅）に寄り挨拶した。とくに日本大使館では、米飯と味噌汁といった和食をごちそうになった。
歓迎パーティのあと、国立オペラ劇場でオペラを観、その夜はヴィルヘルム広場に近いモーレン街の「ホテル・カイ
ザーホＺ（総統官邸と道路一つ距てた所に位置）に一泊した。が、夜中に空襲警報が鳴り、たたき起され、直ちに
フ
ン
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地階に避難する破目になった。五日は「放送タワー」（司目庁自『員一九一一六年に建設）に登った。それは高さが一五
○メートルあり、エレベーターで天辺まで登ると、ベルリンの市全体が眺望できた。東の市街地、西の森や湖がみえ、
また市街の建物は、黄・緑・黒で迷彩（カムフラージュ）されており、さらに池や湖水は、網や木の葉で覆われ、光
（綱）
らないよ嵩７にしてあった。一つには空爆のざいに位置をさだめる目標とならぬようにするための措置である。一行は、
この放送タワーの地上五○メートルの所にあるレストランでお茶の接待を受けた。ベルリン大学も見たが、折から夏
六
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休み中であったので、構内には入らなかった。
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それより一行は、高速道路を車で走ってポツダムに行き、ブーフンデンブルク選帝侯が一八世紀に別荘として建てた
という「サンスーシ宮殿」の赤レンガの建物や庭園などを見学した。翌六日の朝、一行はベルリンを汽車にて発ち、
独仏の国境（マジノライン）まで来たとき、検礼があった。このとき、内野艦長以下五名の士官は背広姿であった。
ベルリンの日本海軍事務所を訪れたとき、海軍武官横井忠雄少将の忠告により各自軍服をトランクに入れ、着用しな
かった。ところが、通行証の風体の欄には「制服を着た日本潜水艦の乗組員」と轡き入れてあったから、文句がつき、
トランクから軍服を出して見せ、やっと事なきを得た。帰途、通訳は同行せず、軍医大尉小谷順弥がその代役を勤め
た・パリ到着後、内野艦長の一行は、パリ見学の第二班の連中と同行し、ブレストに帰った。
ブレストのブンカー内に入っている伊８は、帰国の準備を着々と進めていた。ブレストに在泊中、林上等兵曹以下
の通信兵三名は、江見・松井両中佐や桑島中尉に引率されて、ベルギーのオーステンデ（ブリュッセルの北北西一一
五キロ、北海に臨む港町）の電探学校で数日、電波探知機の操作法と故障発見法について講習を受けた。当時、オー
スーアンデは平和な町の印象をあたえ、静かであった。しかし、商店は少なく、食料は不足していた。ブレストに比べ
ると、電探学校の食事は粗末であった。バターやチーズ類にお目にかかることはなく、町の八百屋に行っても果物は
た
玄
ね
ぎ
（妬）
ほとんどなく、桑島斎一二中尉などは、空腹のあまり、野菜や玉葱を求めて食べたという。また森岡一曹以下五名（第
一班）、奥田兵曹以下四名（第二班）の下士官兵と文官山中（通訳役）は、ビスケー湾に臨む南仏のミミザン（不詳）
の海軍対空機銃学校で、機銃の分解・組立て・射繋理論・実弾射撃を教官のシュミット少尉と助教ジコフスキー兵曹
から教わった。
ドイツ兵の監視の下、イタリア人・フランス人の徴用工を使って故障箇所の修理を行なっていた伊８は、電波探知
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機・四連装一一○ミリ機関砲をＵポートと同じように後甲板に取付けた後、ブレスト湾内に出、何度か試験潜航と射撃
訓練を行なった。ブレスト出港が一○月五日と決まると、食料や物品の搬入が忙しくなった。西尾上曹が積込主任を
命じられ、ドイツ兵の協力のもとに作業に当たった。主食の米は南仏やイタリア産のものが用意され、飲物・調味料
・タバコ類のほか、後述の兵器・機械類を艦内の空間はもとより、飛行機格納筒・魚雷発射管（六基に装填されてい
（妬）
た魚雷八本のうち四本を陸揚げした）・予備魚雷格納筒・弾薬庫等まで使って、満載した。
また訪欧のときもそうであったが、今回も多くの便乗者がおり、帰国便に日本人やドイツ人ら計一四名が乗り組ん
だ。
南了主計中佐、伏下鉄夫主計中佐、技師阿部末吉、会計書記原馨、書記坂本利雄
ラィンホールド陸軍少佐（駐日ドイツ大使館付陸軍武官）、海軍技師ステッケル、アトラス社技師シフナー、ゲーマ社技師プ
（灯｝
リ
ン
カ
ー
横井忠雄少将（》
細谷資芳大佐（》
築田収大佐（造一
吉利貞（軍令部』
中島元弥（同右）
〈佐（造兵監督官）
（軍令部嘱託、予咄
（駐独日本大使館付海軍武官）
（駐仏日本大使館付海軍武官、中佐より昇進）
予備役海軍中佐）
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一○月五日午後三時半、伊８はすべての準備をおえ、ブンヵーを出て帰国の途についた。同艦のこれからの行動は
秘匿されていたから、スパイの眼を恐れて、岸壁では一切行事は行なわれず、軍楽隊の賑やかな演奏もなかった。や
がて錨地の外に出ると、大勢の日本人を乗せた曳船が一隻待機していた。かれらは帰国命令を受けながら、帰国の途
を閉ざされ、独仏に留まることを余儀なくされていた人々である。かれらは望郷の念やみがたく、伊８と別れを惜し
むために待機していたものだが、盛んに帽子を振っている。伊８はこの曳船と同行しながら港口へ向かった。やがて
これら残留邦人の間から「軍艦マーチ」が歌われ始めた。それは帰朝の途につかんとしている同胞に対する惜別と海
路の平安を望む叫びであったが、見送る側の人間にすれば、複雑な心境であったことと思われる。
「祖国に帰る人、戦乱の外国にやむなく止まる人、その気持はそれぞれ違ったものであったと思うが、私はその人々
の心中を察して何とも名状し難い感懐に打たれ、その光景は今も眼底に坊佛として残っている」
と内野艦長はそのときの悲揃な光景を述懐している（「訪独完遂伊号第八潜水艦」）。
港外に出ると水雷艇三隻、哨戒艇二隻が待機しており、伊８はそれら五隻の護衛艦に護られながら暗夜のビスヶー
湾を南下した。翌六日には、護衛艇にさらに八機の護衛機が加わり、何度か試験潜航を行なったのち、いったん浮上
し、護衛艇と別れ、再び潜航し、スペイン沿岸へと向かった。やがて進入のとき最も苦労したオルテガ岬、フィニス
テレ岬も無事に通過し、英米軍の飛行哨戒を避けて、アゾレス群島の南寄りに針路をとり南下をつづけた。最大の危
険海域を突破したのは一○月一七日以後のことであり、ブレスト出港以来、充電航走を除くと、昼夜とも潜航をつづ
けた。内野艦長は、打ち合わせ通り、通過点を発信するのだが、用心のあまり、Ａ点通過のときは発信しなかった。
七ブレスト出港－－｜路故国へ
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そのため日本大使館側では、たいへん心配したということである。けれど一○月一五日、Ｂ点通過時の報告を催足し
てきたので、一七日そこを無事通過したことを打電した。
一○月一一六日の伊８の位置は、西経一一三度五六分、赤道を通過し、ドイツ側との打ち合わせに従い、Ｄ点通過を発
信し、「無事航海ヲ続ケッッアリ」の報告を行なった。ところが、この電波をアセンション島の英軍基地で捕捉され
たらしく、翌二七日索敵機を発見したので、直ちに急速潜航し、事なきを得た。しかし、二八日の朝、再び前日の敵
機に発見され、再度急速潜航した。艦が深さ一一一二メートルに達したとき、大爆音が一一発起こり、船体は激しくゆれ、
一部の電灯は消え、天井の挨が舞いおち、艦内は白い粉のためモウモウとなった。艦はそのまま潜行をつづけ、深度
八○メートルに達したとき、突如「電池室浸水、一群電池三分の一破損」の報告を受けた。このときはもうだめだ、
と一同覚悟をしたが、しばらくすると、「浸水止まり、電池の被害案外少などの報告に接し、ほっとした。
ロ
グ
一」の爆雷攻撃で、伊８は測程器（艦の速力を測る）・縦舵舵角指示器・潜航制限装置・管制盤のブレーカーなどに
損傷を受けた。が、いずれも艦員の手で修復された。伊８は毎日のように敵機に襲われてはたまらないので、敵の哨
戒の裏をかくため、艦の速度を落とし、二日間潜航をつづけた。幸いこの計画は効を奏し、その後、セント・ヘレナ
島の哨戒圏を脱出することができた。
二月八日の日没時、大型客船（じつはスウェーデンの居留民交換船「グリップスホルム号」一八八一五トン）を
発見したので追撃した。が、舷側に赤十字のマークが付いていたので攻撃を断念し、元の針路に戻った。三日後の一
一日、”ローリング・フォルティス“の暴風圏に進入した。今回は往路よりも二一○マイルほど南方に針路をとった
ことや、時あたかも南半球は真夏にあたり、また追風であったために、往路ほど苦労することはなく、船体の損傷も
軽く、無事に突破することができた。
3１ 
一
二
月
二
一
日
の
明
け
方
、
豊
後
水
道
を
通
過
し
、
伊
予
灘
に
入
り
、
同
日
の
午
後
、
呉
海
軍
工
廠
潜
水
艦
部
前
の
桟
橋
に
着
岸
し
、
ここに任務を達成した。六月一日呉出港以来二○四日が経過し、その全航程は三四○○○マイルにもなる長途の航海
であった。呉帰港後、伊８の積荷は、海軍中佐（氏名不詳）の指揮のもと、数日かけて陸揚げされた。乗組員も交代
で上陸を称され、ブレスト・パリ・シンガポールで職入した土産物をトランクに柚めて陸上にあがった。ふつう物品
は陸に持って上がることは許されなかったが、呉鎮守府長官野村直邦中将の格別の配慮により、伊８の乗組員に限っ
て持物は検査されず、証明書を見せるだけで通用門を通ることができた。そのとき番兵より、「ご苦労様でした」と
挙
手
の
礼
で
通
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一二月二一一一日、内野艦長は列車で上京し、一一五日と翌二六日軍令部と海軍省において、軍令部総長、次長、各部長、
担当部員、海軍大臣以下の各将官に訪独任務の経過報告を行った。が、その任務の詳細は海軍部内において秘匿され、
一一月一三日、燃料に余裕がないため、一一ノットで水上走行をつづけていた艦は、この日大西洋海域を去るに当
り、在独海軍武官に最後の電報を打ち、ドイツとの交信を打ち切った。「一二月二日ベナン着ノ予定。乗員便乗者共
一一健在。ドイツ通信系ヲ去ルー当り、在独中ノ御厚誼ヲ重ネテ深謝ス。ドイツ海軍ニモ連絡ヲ乞ウ」。
二月一八日、第八潜水戦隊司令官石崎昇少将から「マラッカ海峡二敵潜潜入ノ敵情等二鑑ミ、伊八瀞ハペナン寄
港ヲ取止〆、シンガポールニ直航セョ」の電報を受け取ったので、針蹄をスンダ海峡に改め、一二月二日そこを通過
し
、
五
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
鳥
の
セ
レ
タ
ー
耶
港
の
岸
壁
に
艦
を
横
蒜
け
し
た
。
ブ
レ
ス
ト
を
出
港
し
て
六
一
日
目
の
こ
と
で
あ
る
。
シ
ン
ガポール到着後、横井少将以下一四名の便乗者はここで全員過艦し、全員空路で内地（日本）に帰った。伊８は、一
二月一○日シンガポールを出港し、対潜警戒を厳にし、水上航走（一六ノット）と潜航をくり返しながら航進をっづ
けた。
3２ 
敵中突破五万四○○○キロ
伊８のその後の運命だが、昭和二○年一一一月三一日沖縄方面で米駆逐艦の爆雷攻撃を受けた末、浮上し、激しい砲戦
を交えたのち沈没した。一方、ブレストに残ったＵポート（もとＵ一二二四、「呂第五○一潜」）の回航員（艦長乗田
貞敏少佐以下）は、翌昭和一九（一九四四）年一一一月三○日ドイツのキール軍港で潜水艦の引き渡しを受け、七月中旬
ベナン着の予定であったが、五月二日以後中部大西洋で消息を断った。戦後のアメリカ側の記録によると、五月一
（岨）
三日米護衛駆逐艦の爆簡攻盤により沈没したとある。
第二次世界大戦中、日独両国がじっきい共同作戦を行なったのはインド洋上における交通破壊戦のみであった。昭和
一七年から同一九年の二ヵ年間に計五隻の日本潜水艦がドイツに赴き、うち二隻は帰国途中で撃沈され、三隻は南方
の雅地（ベナン、シンガポール）に帰って来たが、このうち二隻は沈没し、結局無事に往還全行程を完了し、具に帰
港したのは伊８のみであった。伊８はきわめて幸軍な艦であったといえる。これら五隻の遺独潜水艦の主な任務は、
陸・海軍、外務省の連絡使（武官、技術者、所要人員）の送迎のほか、特殊物質の輸送、日独の軍事技術の交流にあ
った。日・独・伊三国は、昭和一七年一○月の大本営政府連絡会議における決定にもとずき、自給不敗の態勢を確立
し、軍事的経済的提携を強化し、太平洋・インド洋・大西洋・地中海における作戦の強化と海上交通破壊戦の徹底、
（栂）
総〈ロ戦力を向上きせるための原料・資材・技術の融通等に努めることになった。このうち物質についていえば、ドィ
バ
ト
ロ
ー
ル
シは中立国の貨物船に偽装した船を南方や南米に送って物質輸入を行なうのだが、やがて速く口国側の巡視艦隊に掌
やがて終戦を迎えた。
八
む
す
ぴ
3３ 
仰は日本海顕の自信作であり、閉式詔センチ酸素魚雷の新型である。ほとんど無気泡であり、馳走能力も大きく、
（釦）
ドイツの電池魚雷よりも遙かに高性能であった。②は海中の一定の深さで停止したまま艦内タンクに注排水して、機
関を停止してじっとしておれる装置。ふつう中途半端な深度にいると、最後は浮上するか沈座するかのどちらかにな
る（木俣滋郎「日本潜水艦戦史」）。この画期的な装置を考案したのは、友永英夫造船少佐である。
また伊８がドイツ側から譲渡され、日本に持ち帰った物件は次のようなものである。次に掲げるリストは、内野元
艦長の最近の発見によるもので、小菅昭一郎氏の「訪独潜水艦と持ち帰ったエンジンの運命１－エンジンの膳史の一
捕されるようになった。ドイツが欲していた物質は、生ゴム、雲母・錫・タングステン・モリブデン（水鉛、銀白色盤
の堅い金属、特殊鋼の合金材料）・キニーネ（マラリアの特効薬）であった。
軍事技術としては、ドイツは日本海軍の最高機密兵器である酸素魚雷の原物および設計図の供与を希望した。が、
当初たとえ同盟国であってもそれを譲渡することはためらわれた。けれど第一便の伊号第三○潜（艦長遠藤忍中佐）
は、やや旧式の閉式認センチ酸素魚雷一四本をつんでドイツに向った。伊８の場合は、ドイツが渇望する特殊物質の
ほか、次のような兵器を供与した。
４ 3）（２）（１ 
邪
式
弱
セ
ン
チ
酸
素
魚
雷
二
本
潜水艦自動懸吊装置（設計図）
潜水艦開式無気泡発射管（設計図）
岐新式（複葉フロート付）水上偵察機（設計図）
敵中突破五万四○○○キロ
隅をひそやかに駆け抜け深海に去っていった潜水艦伊８、伊盟に棒ぐ」ｓ内燃機関」詔巻皿号所収）に引用きれてい
る。今、それを参考までに引くと次のようになる。
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脚鰯(21）剛（19圃鯛(37）⑪倒剛倒幽ＧＤ帥働蜘鋤㈹鰯幽 架団聴音機（うち一組は伊８装備予定のもの）
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造
図
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ポールド射出装置（伊８装備予定のもの）
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ダイムラーベンッ闘速艇発動機（魚雷艇用ディーゼル・エンジン）ＭＢ五○一および同取扱い装悩
プロペラ軸脱換接手製造図面
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敵中突破五万四○○○キロ
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3７ 
ドイツ占領下のブレスト耶港で伊８に搭栽し、日本まで運んだこれらの物件の中には、兵器類以外にＸ線機器や薬
品など医療用のものも含まれていることは注目すべきことである。またこのリストの中には見当たらないが、当時ド
イツで医学資料の収集に従事していた文部省の派遣者から託されたペニシリンに関する文献が伊８によってわが国に
持たらされたという（小菅昭一郎）。ペニシリンはイギリスの微生物学者フレミングニ八八一’一九五五）が一九
二八年アオカビから発見し、のちに抗生物質として実用化されたものだが、日本でも戦前にその研究開発が行なわれ
ていた。しかし、実際に用いられるようになったのは戦後のことである。ドイツから潜水艦によって将来されたその
資料が、わが国の医学界にどれだけ寄与したものか分らぬが、｜っのエピソードとして紹介しておく。舶赦品の兵器
のうち、モーゼル社製の二○ミリ機銃（ＭＧ一五一型）は、対空機銃に改め二連装としてＵポートに装備されていた
く別）
もので、軽くて操縦性に優れたものであったという。この機銃は、初期の陸軍戦闘機「飛燕」につけられた。またラ
ィンメタル社の一三ミリ航空機用機銃（ＭＧ一一一二型）は、ドルニエＤ一一一七双発爆鵬機やユンカース皿配双発爆繋
機に装備されていたもので、日本海軍は昭和一八年これをコピーし、二式一三ミリ機銃として量産し、それを双発の
新鋭爆撃機「銀河」に装備した（木俣滋郎「日本潜水艦戦史』。
また伊８で持ち帰った物件の中で最も喜ばれたのは、ドイツの魚雷艇で使用されていたダムラー・ベンツ社製の二
○○○ＰＳディーゼル・エンジンＭＢ５０ｌＡｌ３（二四○○馬力、全長四メートル、重量四・五トン）であった。
661（5３ 
虹
務
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き
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類
艦
本
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計
部
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き
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類
一鞄
四
鞄
注Ⅱ＊は引用者（宮永）による。
3８ 
敵中突破五万四○○○キロ
伊８はこのエンジンを偵察機を搭祓していた格納庫に入れて日本に運んだ。このエンジンは呉で陸揚げされた後、国
産化が急がれていたため直ちに三菱重工川崎製作所に秘かに送られ調査された。が、当時の日本の劣悪な技術力では
薮産は無理であるとの判断から、国産化は断念された。製造中止の理由としては、㈹約三メーターのアルミ合金製ク
シ
ヤ
フ
ト
ランクヶース（内燃機関の室）およびオィルパン（油受）の鋳造ができぬこと、口一体鍛造クランク軸（材質はニ
た
ん
そ
う
ツヶルクロム銅？）の鍛造（金属を熱し、圧力を加え成形する）ができぬこと、曰主軸受のロー｜フーベアリングの精（鋼）
度は日本では不可能なること、四シリンダーおよびシリンダーヘッドの一体溶接ができぬこと等によるものであった。
当時の日本海軍は先端軍事技術の研究におくれ気味であったから、ドイツから兵器類をもらい受けることは願って
もないことであった。とくに焦眉の急であったのは、高速魚雷艇の建造であった。元々、日本海軍の首脳部の頭にあ
った戦法は、日露戦争のときのような砲撃戦による艦隊決戦であり、航空機や小艦による戦いは眼中になかった。と
ころが南太平洋における物質揚陸の作戦中、商船隊や潜水艦までがアメリカ海軍の魚雷艇（時速四○ノット以上）の
えじきとなり、さらにスリガオ海峡（ミンダナオ島北東端）の海戦では、西村艦隊の戦艦「山城」（二九三三○トン、
艦長篠田勝情大佐）が昭和一九年一○月二五日アメリカ側の執勧な魚雷艇による攻撃によって転覆沈没するにいたっ
ては、艦砲による戦いを念頭においていた日本海軍にとって大きなショックであった。その結果、魚雷艇の存在価値
が再認識され、その建造がにわかに要請されたのである。ベンツ社のディーゼル・エンジンの国産化はついに実現し
ないまま、終戦を迎えることになったが、戦後間もない昭和二九年に、早くも日本人の技術者がドイツのエンジンに
比肩しうる独自のディーゼル機関を開発し、それを海上自衛隊のＰＴ４種、ＰＴｎ種の国産魚雷艇（いずれも速力は
三○－四○ノット）に取りつけるまでなったことは感嘆すべきことであり、面目躍如たるものがある。
また伊８がドイツ行において痛感し、反省を求められた点は、当時の日本の電波兵器の立ち遅れであった。伊８が
3９ 
呉を出港するときに装備した「三式超短波受信機」などは、性能・機能のどれひとつ比べてもドイツの逆探知機メト
ックスに及ばぬもので、日本は伊８の帰港後、電波兵器のおくれが戦争の帰趨を左右するであろうことに気づき研究釦
（斑）
をすすめ、「八木アンテナ」なるものを完成したが、時すでにおそく、敗戦は間近に迫りつつあった。・・…．
いずれにせよ、大戦末期、久しく途絶していた日独の交通を潜水艦をもって回復しようとした日本海軍の努力と勇
気は、成果の大小は別にして、大いに称賛に値いするものであり、日本人の偉業の一つとして銘記せねばならない。
今から二○年ほど前になろうか、たしか「ＮＨＫスペシャル」は、昭和二○年五月一三日大西洋上のＵポート二一一一
四号（艦長フェラー大尉）の艦内で自決した二名の日本海軍の技術士官（友永、庄司両中佐）のことを取り上げ放映
し
た
。
ド
イ
ツ
の
崩
壊
を
前
に
し
て
、
ケ
ス
ラ
ー
空
軍
大
将
は
、
ド
イ
ツ
空
軍
の
技
術
一
切
を
日
本
に
移
す
つ
も
り
で
二
名
の
日
本
海
軍
の技術士官とＵ二三四号で日本に向うつもりであった。が、五月七日ヒトラーの死によって、ドイツは無条件降伏し
た。同艦もデーニッッ元帥の命により、連合軍に投降することになった。が、友永・庄司ら技術将校は、生きながら
連合軍の捕虜になることを潔しよしとせず、自ら死を選んだのである。自らを律するに厳しい日本海軍士官としての
誇りと魂を見せたこのドラマは、ひじょうに心に迫るものであった。その後さらに時が経過し、吉村昭の「深海の使
者」を見い出し、耽読した。同書は、第二次大戦中、日独両国の連絡使として数次にわたってヨーロッパに赴いた日
本潜水艦を描いたものである。先年、ＮＨＫが放映した友永・庄司両中佐のドラマと重ね合わせて読むと、当時の遣
独潜水艦のことがよく理解できた。その後も戦記ものや軍事雑誌を漁っては味読した。中でも私の興味の中心は、戦
時下、ヨーロッパで過ごした邦人の生きざまにあり、その私記や記録も愛読した。
平成六年の盛夏、久々に取材でイギリスを訪れた折、大陸に渡り、遣独潜水艦と縁がふかいブレスト、ロリァン、
キールの軍港を見学した。これら三港は、第二次大戦中、連合国の激しい空襲を受け、いずれも港湾と市街地の八○
敵中突破五万四○○○キロ
本稿の執筆においていろいろお世話になった方々は多い。元海軍少将内野信二氏からは写真の掲載許可を、ブレス
ト在住のエミル・ケルネーヴ（戦時中、ブレストのブンカーの徴用工）、ブレスト古文書館のアニー・アンウッド女史、
防衛研究所戦史部の調査研究員川野晄明諸氏から資料の提供を得、また海軍用語の疑義について法政大学名誉教授秋
田成就氏（元海軍中尉、戦艦「山城」乗組員を経て海軍軍令部出仕）から教示を得ました。記して感謝を表します。
稿である。
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け
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郊
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五
号
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九
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年
建
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）
の
実
物
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
遺
物
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う
に
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と
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ま
で
も
な
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実
は
慶
応
元
年
二
八
六
五
）
一
○
月
、
た
け
な
か
横須賀製鉄所建設の用務を帯びて外国奉行柴田貞太郎剛中（日向守）の”産業使節団“がこれら一一港の海軍工廠を見
学に訪れていたからである。その資料を何か得たいと思っての訪問でもあった。柴田一行に関しては、その後新資料
を
得
た
の
で
別
な
機
会
に
一
文
を
草
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
執
鑓
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直
接
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機
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、
帰
鬮
後
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で
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刊
行
会
編
章
第
八
潜
水
艦
史
ｌ
伊
八
瀞
の
鰯
け
る
露
」
斐
品
伊八潜史刊行会、昭和五四年三月刊）を求め、縮読したことによる。同書は、伊８の元乗組員の私記を編んだもので、
その二七七～三七五頁までが、訪独記の部分である。ブレスト入港時やシャトーヌフ休養所、パリ見物などの写真一
六葉添えられていて、ひじょうに興味を引く内容である。そこに描かれているのは、個人的な回想と赤裸々な記録で
ある。が、私は現地において、伊８が収納されたプンカーや旅宿（兵舎）の建物をこの眼で見ていたから、どの記事
も生々しく胸に迫り、実感としてよく理解できた。こういった印象は、机上では得られぬ、現場において実見した者
だけが享受できるものであろう。かくして「第八潜水艦史」に触発され、一層の感興をもよおし、筆を執ったのが本
4１ 
注（１）石倉武夫遡稿「訪独配」（「伊八潜史刊行会編伊号鱗八潜水艦史ｌ伊八鱈の鰯ける航跡」所収、伊八潜史刊行会、昭姐
（２）内野信二艦長は、明治三三年八月六日生まれ。鹿児島市出身。大正一○年七月一六日海軍兵学校卒業（海兵第四九期）、
今
も
健
在
で
あ
る
。
本
年
八
月
で
満
九
五
歳
。
（３）内野信二「訪独完遂俳号第八潜水艦」（「日本海爪潜水艦史」所収、日本海軍潜水艦史刊行会、昭和五四年九月）
（４）伺右。
（５）「日本海叩潜水艦史」、三○二１三○四頁。
（６）注（３）を参照。
（７）録鯉大本営海軍部・連合艦隊⑤」（辮鍼朝雲新聞社、昭和四九年三月）、五七八頁。
（８）井浦祥二郎「潜水艦隊」（朝日ソノラマ、平成四年九月）、’’五一頁。
（
９
）
西
尾
周
作
「
伊
号
第
八
潜
水
艦
、
い
よ
い
よ
特
殊
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務
に
つ
く
」
ｓ
伊
号
第
八
潜
水
艦
史
」
所
収
）
（Ⅷ）注（５）の三五二頁。
（Ⅱ）注（９）に同じ。
Ｅ
）
艦
長
な
ど
が
死
亡
の
と
き
、
指
揮
権
を
も
つ
将
校
を
い
う
。
（型岩永賢二「伊八潜の給油訓練とその実施」（「伊号第八潜水艦史」所収）
口）吉村昭「深海の使者」（文蕊春秋、昭和五一年四月）
（胆）注（９）に同じ。
（蛆）桑島斎三「特殊任務の思い出」（「伊号第八潜水艦史」所収）
（Ⅳ）山中静三「伊八号潜水艦ドイツ派避便乗記」（「伊号第八潜水艦史」）
（旧）注（９）に同じ。
（四）注（ｕ）に同じ。
和五四年三月）
敵中突破五万四○○○キロ
Ｆ￣、〆へ－、￣、ダーヘ〆～
４０３９３８３７３６３５ 
－ジ－－、一〆、－ジ～￣、－〆
グー、ゴー￣、デー､〆宍へ〆～グー、デー､￣､グー、￣､〆￣､〆へ－、〆￣、３４３３３２３１３０２９２８２７２６２５２４２３２２２１２０ ￣”､＝＝、－〆～訴～￣、－＝ミーン－－～－－、－グ～ジ、-－、－プ、－＝、￣「錆二次世界大戦で沈んだドイツＵポート一覧」（鴛鋼クレーマー「Ｕポート・コマンダーｌ潜水艦職を生き抜いた男』
所収、早川書房、平成六年七月）
エミル・ケルネーブ氏提供の資料（新聞記事）による。
注（１）に同じ。
同右。
注茄）に同じ。
注（９）に同じ。
注（１）に同じ。
注（３）に同じ。
「ドイツ通信社」
注（Ⅳ）に同じ。
注（９）に同じ。
注定）に同じ。
性行）に同じ。
同右。
注（３）に同じ。
注（９）に同じ。
注（３）に同じ。
注（ｕに同じ。
注、）を参照。
同右。
内野信二「ドイツ派遮」言伊号第八潜水艦史」所収）
□⑰巨扇、冨晩室印：『一呂訂。目『Ｃのことか。
4３ 
〆～〆～グー～￣、グー、〆■へ－、￣、ゴー、ニーーグー、〆へ
５２５１５０４９４８４７４６４５４４４３４２４１ 
－〆、-ン、-プ閂－〆～伊～＝～￣、－〆、-〆－－￣〆～〆
＊＊伺艦の残がいが、アメリカの海洋研究家ポール・ティドウィル氏によって半世紀ぶりに確認されたといった「ニューヨー
ク・タイムズ」紙の記耶（一九九五・七・一八付）が「読売新附」二九九五・七・二○付）に股近紹介された。伊砠は一
九四四年六月二十三日深夜、音辮ブイに探知きれ、百九人の乗貝と共に撃沈きれた。本年五月初旬、ポール。ティドゥィル
氏が米国海箙の資料に基づいて沈没水域を音波探知器と特殊カメラで調査したところ、水深約五千百メートルの深海の底に
横たわる伊駆の船体を確認した。この海洋研究家が五年間にわたって伊記を追跡調査したのは、同艦が積んでいたと考えら
れる金塊一一トン（時価二千五百万ドル）探しに夢をかきたてられたからである。現在、その回収計画が進行中とのことであ
る。
豆）小菅昭一郎「訪独潜水艦と持ち帰ったエンジンの運命－１エンジンの一隅をひそやかに駆け抜け深海に去っていった潜水
艦伊８、伊記に棒ぐ」（「内燃機関」鍋巻、号、所収）
（開）栃木隆夫「訪独作峨（作戦の思い出③」舍伊号第八潜水艦史」所収）
注（９）に同じ。
．小谷順弥「訪独作戦の思い出」ｓ伊号第八潜水艦史」所収）
liiil 
右
。
注（辺に同じ・
注（９）に同じ。
柾（Ｕに同じ。
注（７）に同じ。
同右。
木
俣
滋
郎
「
日
本
趣
同右、五五七頁。
伺右。
「日本潜水艦戦史」（図書出版社、平成五年八月）、三○三頁。
必
航行中の伊８潜
ブレスト潜水隊司令ヴインター少佐と内野艦長（大佐）
4５ 
ブレスト港のブンカーに入るところの伊８潜、艦橋の右端が内野艦長
｢」
プンカー内においてドイツ海軍西部海軍長官テオドール・クランケ大将と
握手する内野艦長
4６ 
ブレストの独潜水艦用のプンカー（伊８潜が入った所）（筆者撮影）
プンカーの裏手（筆者撮影）
4７ 
￣…篇wT1下/YH雨Y､寮薄薄〒ｉｉ誘ri燕霧?
0,1 
凸■
シャトー
ブレストの城よ')見たブレストの港１コ（筆者撮影）
轍『》
(現在はフランス海軍が使用している） (筆者撮影）ロリアンのブンカ
4８ 
伊８潜の乗組員たちが休養をとったシャトーヌフの令餓（ArchiveMunici-
palesBrest提供）
ブレスト市街と港湾地区の図
4９ 
5０ 
『ぬ
